
令 和 ７ 年 ４ 月 １ ５ 日
御殿場市危機管理補佐監

【舞浜オークラ共栄会講演会資料】



主 要 略 歴

御殿場市役所 危機管理補佐監

杉 本 嘉 章（すぎもと よしあき） （Ｓ３６（1961）．５．１２生 ６３才）

◆ プロフィール

静岡県御殿場市出身（市立富士岡中学校、神奈川県立湘南高校（通信制）・日本大学（通信制））

昭和５２年 陸上自衛隊少年工科学校入校（神奈川・横須賀市）

平成 ５年 第６戦車大隊第２中隊長（宮城） 平成６年幹部学校指揮幕僚課程学生（東京）

平成１４年 第１２偵察隊長（群馬） ※新潟県中越地震（H１６）平成７年企業研修（㈱アサヒビール）

平成１７年 イラク復興業務支援隊作戦幕僚（サマワ） 平成１８年 統合幕僚学校学生（東京）

平成１９年 新潟県中越沖地震現地調整連絡幹部(新潟）※新潟県中越沖地震（Ｈ１９）

平成２０年 第７１戦車連隊長（北海道）※有珠山地域担当（Ｈ２０）、北海道胆振東部地震（Ｈ３０）

平成２２年 自衛隊高知地方協力本部長（高知） ※東日本大震災（Ｈ２３）

平成２４年 陸上自衛隊幹部学校主任教官（東京）
平成２５年 東部方面総監部総務部長(東京）※伊豆大島豪雨災害（H25）、御嶽山噴火（H26）

平成２７年 西部方面混成団長兼 相浦駐屯地司令（長崎・佐世保市） ※熊本地震（Ｈ２８）

平成２９年 陸将補 早期退職

平成２９年４月御殿場市役所入庁 平成３０年 危機管理監（部長級）

令和 ４年４月現 職 ※令和元年台風１９号（Ｒ１）、熱海市伊豆山土石流災害（Ｒ３）

平成１７年 東京都北区立岩淵小学校ＰＴＡ会長 平成１９年東京都立飛鳥高校PTA副会長

平成２４年 高知県観光特使 平成２９年 長崎県観光特使 御殿場市国際交流協会会員

令和元年 市民大学・シニア大学・御殿場看護学校講師 (災害・国際看護学）、各種セミナ－講師

令和 ６年 台湾全国防災教育従事者ステップアップ国際実務研修 市制施行70周年事業市民大学講座講師 2



『美濃地ホテルオークラ東京ベイ代表取締役社長との出会い』
～人生は出会いでできている！～

ホテルオークラ東京ベイ

佐世保の出会いは舞浜に続く！
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台湾全国防災教育従事者ステップアップ対策国際実務研修：於 新北市

令和6年5月23日（木）～24日（金）台湾政府教育部（＝文部科学省）の招へいにより「台湾全国防災教育従事者ステップアップ国際実務
研修」に参加した。台湾全土の小中学校校長約100名の他、政府教育部、県市行政防災担当者約100名が参加し、防災教育に関する研修グル
ープ発表（参加者全員が東日本大震災被災地：大川小学校を研修）及び講演（東大：小田教授、京大：中北教授、御殿場市：杉本補佐監）が
行われ、学校防災教育と地域が連携した防災訓練要領、災害発生時の小中学校長としての状況判断と対応などについて真剣な議論がなされた。
『御殿場市の火山災害に対する取組みを通じて防災教育について考える！』と題し、御殿場市の防災教育の状況などについて講演を行った。
また、研修２日目は台北市全域に生活用水と電力を供給する翡翠ダム及び経済省（電力部）災害対策本部運営要領について研修した。

ホテルオークラ台北総支配人・接待長
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Ⅰ 富士山噴火の歴史

Ⅱ 富士山火山ＨＭ・避難計画の概要

Ⅲ 富士山噴火「まさか」への対応
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講 演 項 目



我々に迫り来る「危機事案」

自然災害 人為災害

新たな災害

感染症

火山噴火 水飢餓

地震・津波 雪 害

交通事故・大火災
（山火事含む。）

公害・環境破壊

日本人へのテロ（海外）

航空機事故・座礁

ＢＳＥ(狂牛病）

風水害（ゲリラ豪雨・土石流）

パンデミック・インフルエンザ（新型コロナ）

竜 巻・雷 大陸からの公害流入

緊急対処事態災害
（大規模テロ、ミサイル攻撃等）

武力攻撃災害

サイバーテロ Ｎ
Ｂ
Ｃ
災
害

（
原
発
事
故
）

従来の災害

★拡大する「新たな危機」

１ 地球の温暖化

２ グローバル化や情報化

３ 科学技術の進歩

４ 全地球的地殻変動

★リスクマネジメント

事前の予防措置⇒『想像力』

★クライシスマネジメント

発生後の対応措置⇒『判断力』

危機への迅速・的確な対応
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環太平洋火山帯・台風の通り道

★御殿場市

🌋 🌋
ハワイ島

（キラウエア火
山）

グアテマラ
（フエゴ山）

3,763m

フィリピン
（マヨン山）

🌋
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地を知り、危険を知り、我を知る

～静的地形・動的気象～

地形×気象＝災害

災害×人・物×時間×運＝被害

⇒ いかに被害を防止・軽減するか

事前研究・情 報・即 応

方程式＝災害から大切な命を守る！
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Ⅰ 富士山噴火の歴史

Ⅱ 富士山火山ＨＭ・避難計画の概要

Ⅲ 富士山噴火「まさか」への対応
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講 演 項 目



１１１（/世界約1,500)の活火山のうち、火山噴火予知連絡会が選定した５０火山を常時観

測火山として気象庁が２４時間監視を実施
気象庁では、火山活動の状況に応じて、「警戒が必要な範囲」と「防災機関や住民のとる

べき防災対応」を「噴火警戒レベル」をもって発表

活火山：過去約１万年以内に噴火した火山
現在活発な噴気活動のある火山

10

火山列島『日本』（活火山分布）
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1 6 0 5

1 9 2 3🌋

1707：宝永南海地震

1707：宝永噴火

1703：元禄相模地震

1 6 0 5

フィリピン海プレート

ユーラシアプレート

北米プレート

2 0 1 1

2 0 1 6

1 9 9 5

2004：中越地震

2 0 0 7：中越沖地震

1 8 8 4

大地震と富士山噴火

・相模トラフ沿い地震

・南海トラフ沿い地震

2024：能登半島地震

11

太平洋プレート

🌋
2000：有珠山噴火

2000：三宅島噴火

2000：鳥取県西部地震



なぜ今、富士山噴火が話題に？

富士山観測点◉配置図

◉

マグマ溜り

〈深さ〉
15km

20km

噴火の前兆現象（マグマの活動？）：
低周波地震月別回数：2000年10月～2001年5月

12

山梨県富士山科学研究所



三国山～不老山

富士山

愛鷹山

天城山

富士山・愛鷹山・箱根外輪山に囲まれた御殿場市

13



富士山の噴火口と地形（富士五湖）
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富士山には『長い噴火の歴史』ありはじめに
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富士山噴火年表と噴火地点

🗻富士山の主な噴火（三大噴火）

❶延暦噴火

❷貞観噴火

❸宝永噴火

❶

❷

❸
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17富士山噴火年表（貞観噴火）

🗻富士山の主な噴火（三大噴火）



18富士山噴火年表（貞観噴火）

🗻富士山の主な噴火（三大噴火）



富士山噴火年表（宝永噴火）

🗻富士山の主な噴火（三大噴火）
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御厨地方の降灰量の分布（１丈：303㎝、１尺：30.3ｃｍ、１寸：3.03ｃｍ）
20



御厨地方の降灰量の分布
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御厨地方の降灰量の分布（１丈：303㎝、１尺：30.3ｃｍ、１寸：3.03ｃｍ）
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宝永大噴火の悲劇を乗り越えて

2323

★８０年の時を経て見事に復興

①降灰の覆い尽くされた御厨地方

③追い打ちをかけた『亡所』のお達し
④救世主『伊奈半左衛門忠順』現る！⑤砂除川浚奉行としての手腕を発揮

⑥飢餓に苦しむ村民のため処罰覚悟で

⑦幕府貯蔵米５千俵を救済のため配る！

⑧火山灰と耕作土の『天地返し』を繰り返し

②飢えに苦しむ村民たち
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伊奈半左衛門忠順の偉業
ただのぶ
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Ⅰ 富士山噴火の歴史

Ⅱ 富士山火山ＨＭ・避難計画の概要

Ⅲ 富士山噴火「まさか」への対応
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講 演 項 目



『溶岩流は地形・降灰は気象』により影響大
26



あなたの立場は？

27

①溶岩流・流域住民

②富士山観光客

③首都圏所在



【令和５年３月末までの取組】

『御殿場市富士山火山避難計画』
（令和６年２月２０日策定）

富士山火山ＨＭ改定・避難基本計画策定に伴う自治体の取組

平成12年10月～13年5月深部における低周波地震が多発

富士山火山避難基本計画（R5.3.29)（新）富士山火山ハザードマップ
（富士山火山防災対策協議会）

◎噴火規模や現象に応じた危険範囲

❶火砕流の流下方向・到達範囲
❷溶岩流の流下方向・到達範囲
❸火山灰の堆積範囲・堆積暑さ
❹火山泥流・融雪型火山泥流の範囲

など示した地図（被害想定図）（令和3年3月26日）

（旧）「富士山火山ハザードマップ」の公表
富士山火山防災協議会（平成16年6月）

「富士山火山広域避難計画」の策定
富士山火山防災協議会（平成27年３月）

⇒
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･富士山噴火を想定した火山防災対策を検討
・基礎資料としてハザードマップを作成
・富士山ハザードマップ検討委員会を設置（学識者等で構成）

初めて富士山ハザードマップを作成（平成16年６月）

富士山火山防災協議会

＜内閣府公表＞

・広範囲にわたる火山災害に対して具体的な避難対象地域
等を検討し富士山火山広域避難計画を策定（平成27年3月）

富士山火山防災対策協議会

・富士山ハザードマップ（改定版）検討委員会
・平成３０年７月 委員会設置
・令和３年３月 富士山ハザードマップ改定版報告書（案）取りまとめ
・令和３年３月２６日 協議会開催により、富士山ＨＭ改定を決定

国、県、火山専門家、静岡・山梨県・神奈川県、
周辺市町村など６７の機関で構成

０．１ 『富士山火山防災対策協議会ＨＭ』改定の経緯

29



２ 富士山ハザードマップの見方

30

溶岩流が２時間で到達する可能性がある範囲

溶岩流が３時間で到達する可能性がある範囲

溶岩流が６時間で到達する可能性がある範囲

溶岩流が１２時間で到達する可能性がある範囲

溶岩流が２４時間で到達する可能性がある範囲

溶岩流が７日間で到達する可能性がある範囲

溶岩流が最終的に到達する可能性がある範囲７

６

５

４

３

２

１

到達予測時間

富士山山頂

国、県（静岡・山梨・神奈川３県）、
周辺２７市町村、火山専門家など６７
の機関で構成

富士山火山防災対策協議会

❶静岡県：静岡市、沼津市、三島市、富士宮市、
（１０）富士市、御殿場市、裾野市、清水町、

長泉町、小山町

❷山梨県：富士吉田市、都留市、大月市、上野原市、
（１０）延岡町、西桂町、富士河口湖町、忍野村、

山中湖村、鳴沢村

❸神奈川県：相模原市、小田原市、南足柄市、
（７）大井町、松田町、山北町、開成町



主要項目 改定の概要

① 考慮対象とする
噴火年代

「3,200 年前～現在まで」

→「5,600 年前～現在まで」期間を拡大（180 回噴火）

② 想定火口範囲（点）
最新の調査結果に基づき、想定火口（計算開始点）

大中小合計44ヶ所→252 ヶ所に想定火口点を増加

③ 地 形
メッシュサイズ

より詳細な地形データの反映のため、コンピュータを駆使

分析単位：200m メッシュ→20m メッシュを採用

④ 溶岩流の量 大規模噴火の溶岩噴出量を7億m3 →13 億m 3 に変更

⑤ 降灰可能性マップ 平成16 年度版ハザードマップの再掲

∴ 影響関係市町数 ２県１５市町村⇒３県２７市町村に拡大

２．

∴最新の知見・技術に基づくシミュレーションにより、該当エリアにおいて

❶「溶岩流が流れて来る地域」と「流れて来ない地域」
❷「到達時間が早まり、量が増加、広範囲に影響」の明確化

富士山火山ハザードマップ改定のポイント
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（旧） 想定火口範囲図（平成16年版） 【新】 改定後の想定火口範囲図

平成16年版の想定火口範囲との主な変更点は、新たに追加された中規模噴火及
び小規模噴火の火口及び山頂から半径４km以内の全域を想定火口範囲に追加した
ことに伴い、４４か所から２５２ヶ所に想定火口範囲が広がった。

１．

大規模（69）：紫

中規模（91）：赤

小規模（92）：黄

ふたご やまあん も やま

二子山天母山噴出物の火
口

ひらつか

平塚噴出物の火口

がんのあな

雁ノ穴噴出物の火口

きたてんじん

北天神火砕丘の火口

とやづか

塒塚噴出物の火口

大規模：紫

中規模：赤

小規模：黄

噴火の可能性のある『想定火口範囲』
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（旧） 地形メッシュ（平成16年版） 【新】 改定後の地形メッシュサイズ

200mメッシュ
溶岩流

50mメッシュ
火砕流 融雪型火山泥流

20mメッシュ
溶岩流 火砕流

融雪型火山泥流

○ 微地形や道路盛土などの大きな構造物の影響を反映するためには、より詳細な
地形データが必要

○ 平成16年当時に比べ、コンピュータ技術が格段に進歩したことから20mメッシ
ュの地形データを採用

20mメッシュの地形図

【特徴】
谷地形などは

っきりせず大ま
かな地形のみ表
現される

【特徴】
谷地形や尾根など

細かい地形（凹凸）
が表現される

※2つの地形図は「富士山ハザードマップ改定に関する中間報告」による
。

地形メッシュサイズ（20メッシュ）
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ハザードマップの種類

❶ドリルマップ
❷可能性マップ

34

・ 条件を設定して、大中小38（/252）ヶ所の
個々の火口から溶岩流を流出させた場合の
到達範囲と時間を示した噴火想定地図

・ 大・中・小規模全てのドリルマップを
重ね合わせて、噴火規模に関わらず、
同一の時間区分内で最も遠くまで到達
している地点を結んだ包絡線から作成
したもの（可能性としてどこまで到達するか？）



「御殿場市富士山火山防災マップ」の概要

【趣旨】
静岡・山梨・神奈川３県、周辺市町村、火山専門家など６７の機関等で構成される富士山火山防災対策協議会が１７年ぶりに改定・公表した

「富士山噴火の被害を想定したハザードマップ（危険予測地図）」（R3．3．26）に基づき、市独自に「御殿場市富士山火山防災マップ」を作成
（５万部）して市内全世帯に配布し、市民の富士山噴火への備えの参考としていただくもの（令和４年２月２３日『富士山の日』に配布）

【協議会67機関】＝県市町村＋地方気象台、地方整備局、火山専門家、自衛隊など
・県：静岡県、山梨県、神奈川県の３県
・市町村：１４市１０町３村計２７市町村（〇〇新規追加市町）
❶静岡県：静岡市、沼津市、三島市、富士宮市、富士市、御殿場市、裾野市、

清水町、長泉町、小山町（１０）
❷山梨県：富士吉田市、都留市、大月市、上野原市、身延町、西桂町、富士河口湖町、

忍野村、山中湖村、鳴沢村（１０）
➌神奈川県：相模原市、小田原市、南足柄市、大井町、松田町、山北町、開成町（７）
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避難対象エリア 第１次 第２次 第３次 第４次 第５次 第６次



○ 大規模溶岩流の噴出量を現行(平成16年版)の約２倍である13億m3に変更したこと及び想定火口範囲の拡
大や地形データの精緻化に伴い、溶岩流の到達可能性範囲が拡大した。

○ 想定火口範囲の拡大などに伴い、市街地などへの溶岩流の到達時間が早くなった。

（旧） 溶岩流の可能性マップ（平成16年版） 【新】 溶岩流の可能性マップ

○大・中・小規模全てのドリルマップを重ねて、規模にかかわらず同一時
間 区分 内に最も遠 くまで到達してい る地点 を結んだ包絡線から 作成した。

○大・中・小規模全てのドリルマップを重ねて、規模にかかわらず同一時間区分
内に最も遠くまで到達している地点を結んだ包絡線から作成した。

○また包絡線の中に含まれていても周囲を溶岩流が流下する島状の地域は、周囲
の到達時間が24時間以内の場合そこに一次避難することは不適であると考え
て可能性マップの範囲に含めて塗りつぶし、逆に周囲の到達時間が24時間以
上の地域は除いた。

（注）一度の噴火で、ここに塗られた範囲
の全てに溶岩流の危険が生じるわけで
はない。 （注）一度の噴火で、ここに塗

られた範囲の全てに溶岩流
の危険が生じるわけではな
い。

新旧溶岩流の可能性マップの比較

分水嶺の存在
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溶岩流の流下パターンを区分した想定火口範囲
37

避難対象エリア 第３次 第４次 第５次 第６次



パターンＢ
パターンＡ

パターンＣ
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●
Ｌ３３
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Ｍ41

板妻

神場東

矢場居

駒門SIC

富士岡駅

Ｍ41

中畑

原里小前

黄
瀬
川

萩原北

仁杉

高根

御殿場
玉穂

印野

原里

富士岡

【Ｍ４１】溶岩流ドリルマップ－最も早く流下するケース －

◉印野小
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Ｌ33

印野

板妻

神場東

矢場居

駒門SIC

富士岡駅

Ｌ33

中畑

原里小前

古沢

萩原北
仁杉

高根

御殿場

玉穂

印野

原里

富士岡

【Ｌ３３】溶岩流ドリルマップ－最も広範囲に流下するケース－
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『富士山火山避難基本計画」の骨子（2023.3.29）
42

❶富士山噴火警戒レベル
（Ｌ１～５、噴火直後）

❷避難対象エリア
（対象エリア第１～６次）

✖

警戒レベル・対象エリア別
基本的な避難要領



噴火警戒レベルにおける火山活動と対応
43



⇒御殿場市の対象エリア：第３～６次

44

（最長５７日）



⇒御殿場市の対象エリア：第３～６次

45

（２～７日）



溶岩流と人・自動車の速度の比較

自転車

46

富士山：約４ｋｍ以下
溶岩流

土石流

火災流

時速１km（まれに時速数10kmの場合もあり）

時速１km時速１km

時速30km～40km

時速60km

歩く人

自動車

新幹線 時速270km

時速100～300km



コンゴ民主共和国・ニーラコンゴ山噴火（R3,5.22）

・１５名死亡
・１７０名行方不明

約３万人が避難
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講 演 項 目

Ⅰ 富士山噴火の歴史

Ⅱ 富士山火山ＨＭ・避難計画の概要

Ⅲ 富士山噴火「まさか」への対応

48



噴火に伴う降灰の影響

49

中央防災会議防災対策実行会議

「大規模噴火時の広域降灰対策検討ワーキンググループ」



降灰の可能性のある範囲
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火山灰の定義
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月間降灰シミュレーション図
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降灰シミュレーション図（３時間～１５日）
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宝永噴火による降灰堆積状況
（1707.12.16-1.1）

1m28cm

2m56cm

3m93cm

火山弾（直径：約60cm）

56

スコリア（火山礫）、軽石などの噴出物



噴火（降灰等）に伴う人体・交通等への影響

57



58
気象庁HP 降灰予報リーフレットより抜粋

火山灰による被害
58



降灰が及ぼすライフラインへの影響（その１）

ライフ
ライン

火山 灰の 影響

道 路

●1 ミリ以上積もると 時 速3 0キロ程度、 5 センチ積もると 時 速10 キロ程度まで 落ちる
として いる。10センチ以上で 通行で きな くな る。3 センチ程度の 灰で も、 雨が降っ
た 状態で は通行で きな くな ると して いる。

平成 23 年の 宮崎県 の 新燃岳の 噴火で は、 数ミリか ら 数センチの火山 灰が積もり車
がスリップするなどして 交通事故が相次いだ。

鉄 道

●レールが火 山 灰に覆われ電気で 制御さ れて いる列車の 運行システムな ど に障害が
おきるおそれがあり、 0.5 ミリ積もると 運行で きな くな るとしている。

鹿児島で は桜島の 火山 灰の 影響で 、 鉄道の 運行がた びた び止まって いる。

航空機

●エンジンが火 山 灰を 吸い込むと 止まるおそれがあり、 火山 周辺や噴 煙が到達する
空域で 飛行で きな くな る。
●空港の 滑走路で も0.2 ミリの 灰が積もると 目印など が見えづら くな り灰を 取り除
くまで 使えな くな る可能性があると して いる。
火 山 灰による空港の 封鎖はインドネシアな ど でた びた び起きて いるほか、 国内で

も航空機 の 欠航や遅延な どの 影響が出 た こと がある。また 、 海外で は火山 灰の 影響
で 航空機の エンジンが一時 停止するトラブルが発生し た こと もある。

電 力

●送電施設 に3 ミリ以上の 灰が積もり、 さら に雨が降ると 、 ショートするな どして
広範 囲 が停電するおそれがある。

平成 28 年の 熊本県 の 阿蘇山の噴火で は広範囲で火山 灰が積もりおよそ2 万7000戸
で 停電が発生し た 。
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ライフ
ライン

火山 灰の 影響

水 道

●2 ミリ以上の 火 山 灰が積もると 、 一部の 浄水場 は稼働で きな くな り、 水の 供給に
影響が出 るおそれがあると している。

平成 3 0年3 月新燃岳の 火山 活動で は、 宮崎県 内の 浄水場で 一部が火 山 灰を 避ける
た めにシートで 覆われるな ど、実際に対策がと ら れた 。

下水道
●2 ミリ以上の 灰が積もり、 さらに雨が降ると 、 と ころによって は下水管が詰まる
などして 下水があふれるおそれがあると して いる。平成 23 年新燃岳の 噴火で は、 一
部で 下水があふれるな どの 影響も出 て いる。

建 物

●7 センチか ら8センチの 灰が積もると 、 体育館の ような 屋根の 大 きな 建物で 損傷し
た り倒壊した りするおそれがある。4 センチか ら 5 センチで も雨が降った 場合 は重み
を 増し 同じ被害が出 るとして いる。10 センチの 灰が積もると 1 平方メートル当た り
の 重さ はおよそ1 00 キロとな り、 古い建物な どで被害が発生、 5 0センチ以上積もる
と 新し い建物で も被害が出 るおそれがある。

平成 23 年新燃岳の 噴火で は数センチの 灰が積もった 地 域で 屋根の 雨ど いなどが壊
れる被害があった ほか、 10センチ積もった 地 域の 牧場の 建物が全壊するな どの被害
が出 て いる。

人体への
影響

●火 山 灰の 粒子が細か いと、 ぜんそく患者な ど 肺に疾患がある人は、 症状が悪化す
るな どの 影響が出 る。健康な 人で も長い時間火山 灰にさらさ れると 目や鼻に異常を
感じ、 深い呼吸を するとのど や気管支な ど に影響が出 る恐れがあると して いる。

新燃岳の 周辺などで は、火山灰によって 肺に疾患がある人が症状が悪化するなど
の 影響がた びた び出 て いる。

降灰が及ぼすライフラインへの影響（その２）
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工場・
事業所

店 舗

〈１次被害〉 〈２次被害〉 〈３次被害〉 〈４次被害〉

停電

暖房器具使えず 病 気 治 療
石油ストーブの使用 地震による転倒 火事の危険性

照明器具使えず ろうそくの使用 地震による転倒 火事の危険性
冷蔵庫・給湯器 冷凍食品の損失 外 食
使えず 入浴できず 衛生問題、銭湯
テレビ、パソコン 情報の途絶 災害対応できず ２次災害の発生
携帯電話使えず サービスの中断 安否確認できず 精神的苦痛

マンション等の 断 水 飲料水不足 ミネラルウォーターの購入
揚水ポンプ停止 洗浄・洗濯用水不足 食器洗い、洗濯できず

川で洗濯
風呂水不足 入浴できず
トイレ用水不足 排便できず

商談・取引の中止 営業の停止 売上高の減少

工場の操業停止 生産機能の停止 部品供給停止

商品生産停止 商品不足
雇用者の減給・解雇 消費低迷

テレビ、パソコン使えず 情報の途絶・サービスの中断
冷房機器の停止 コンピューター内結露 故障

流通機能のマヒ 商品配送の遅れ 商品の不足
原材料・部品の配送遅れ

生産機能の停止交通信号機の停止
貨物列車の不通

照明器具使えず 営業の停止
利用者・従業員のケガ 治 療
代替照明

冷凍施設使えず 冷凍食品の損失 廃棄処分
保冷剤等による対応 衛生問題

レジの停止 手計算 時間所要大
計算ミス

自動ドアの停止 出入口の確保 寒気対策
エレベーターの停止 階段の確保

病院等
医療機関

※ 病院が停電したら困ること
⇒人工透析、酸素呼吸器・・・

インフラ（特に電気・水）寸断が及ぼす波及被害

一般家庭
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非常用持ち出しセットの準備

★３日～２週間分の水・食料・薬・衣類などの事前準備は各人で！ 63
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火山監視・警報体制と支援態勢

65



気象庁における火山の監視・観測

66ＧＮＳＳ：衛星測位システム



○ 気象庁は噴火の前兆を捉えて噴火警報などを的確に発表するため、富士山周辺の観
測施設を利用し、火山活動を24時間体制で監視しています。

１．

■：地震計 ★：監視カメラ

◆：GNSS▲：傾斜計
（注）写真は観測孔に埋設する前の傾

斜計センサー

□：空振計

（富士山の火山活動解説資料（令和３年１月、気象庁）より）

富士山周辺の火山観測施設の分布図
火山観測機器
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気象庁における火山の監視・観測



国が主体となり実施すべき事項
（溶岩流・降灰状況に応ずる支援経路の選択）

❶迅速な情報収集体制

❹避難に必要なルートの確保

❸緊急避難場所の確保

❼降灰除去の活動

❺避難者生活支援

緊急（非常）災害対策本部・現地対策本部の設置

❻災害医療支援の実施❷人命救助支援ための
部隊派遣
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噴火前・後に実施すべき救援活動
（2000年有珠山噴火時の活動を一部参考）

迅速かつ的確に実施すべき政府・各官庁の救援活動
（本部長・政府調査団の派遣、合同会議の開催など）

内閣府政策統括官（防災担当）

❶Ｌ３：火山災害現地連絡室
❷Ｌ４：政府現地災害対策室
❸噴火時：現地対策本部の設置
（長：内閣府副大臣又は政務官）

国土交通省

❶噴火による大規模な降灰などの対応
（融雪型火山泥流、降灰後土石流）
❷緊急的なハード・ソフト対策
リアルタイムハザードマップの提供
❸緊急災害対策派遣隊による支援

厚生労働省

❶災害救助費の国庫負担（災害
救助法の適用により、避難所の設
置、応急仮設住宅の供与、炊き出
しによる食料の供与など）
❷災害援護資金の原資の貸付

防衛省（統合幕僚監部）

❶県知事からの災害派遣の要請受け
❷住民避難、給食・給水、避難住民
の短時間・一時帰宅等支援の実施
❸富士山（溶岩流🈮・降灰などの）
観測・監視の実施

警察庁

❶非常災害警備本部の設置

❷住民の避難誘導、避難拒否者の説得
活動、災害対策基本法に基づく交通規
制による緊急交通路の確保等
❸警戒活動、困りごと相談等

気象庁（地震火山部）

❶Ｌ３・４：監視・観測体制の強化
火山監視・警報センター（東京）
❷協議会構成機関に対する火山活動
状況の迅速な提供・開設
❸富士山における火山観測点の配置

消防庁

❶緊急消防救助隊の派遣
❷県内消防機関による応急活動
❸住民への避難情報伝達の実施
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降灰の分布

71

降灰が関東圏全域に及ぼす影響



数字で抑える『富士山ハザードマップ』

❶日本一の高さ（３，７７６ｍ）を誇る富士山は、地下１５ｋｍ～２０ｋｍ付近に「マグマ溜り」あり
❷富士山の噴火は過去（約５，６００年前～）に１７５回（大規模７回）（４％）、中・小規模１６８回（９６％）の噴火あり

⇒大規模地震は、８６４年～８６６年の貞観噴火、１７０７年１２月１６日の宝永噴火（宝永南海地震の４９日後噴火）
❸富士山には比較的大きな尾根（１７本）により、溶岩流の流れを１７ラインに区分（山梨・静岡県境起点に時計回り）

⇒富士山の噴火の特徴は「割れ目噴火」、１７のいずれかのラインから噴火（小山町～御殿場市ライン１・２）
❹噴火口の数は、現行（Ｈ１６版）の４４か所から、大中小合計２５２ヶ所（大（Ｌ）：６９、中（Ｍ）：９１、小（Ｓ）：９２）に変更

⇒ 「可能性マップ」の作成により、現在２県７市４町３村から、３県１４市１０町３村の広範囲に影響を及ぼす。

❺溶岩流の噴出量は、大規模噴火で現行７億㎥から１３億㎥へ
（１３憶㎥＝１０ｋｍ×１０ｋｍ×１３ｍ）
⇒須走浅間神社・御殿場市役所・岩波駅・富士サファリの囲い

❻地形分析メッシュサイズの見直し（微地形・起伏の詳細）
⇒ コンピュータ技術の進歩により、２００ｍから２０ｍメッシュ

∴想定火口範囲を拡大、噴出量（約２倍）に変更および地形
データ精緻化に伴い、⦿溶岩流の到達可能性範囲が拡大する
とともに、⦿市街地などへの溶岩流の到達時間早まる。
❼融雪型火山泥流（降雪が噴火の熱で一気に溶け、土や砂
などを巻き込んで流れる現象）
⇒富士山年間平均降雪量（５０ｃｍ）が５００℃の熱で融雪した
場合に、御殿場市役所には約１３分で泥流が流下（深水２０ｃｍ）
❽噴石影響範囲は、大規模噴火想定火口から４Ｋｍ、中小２ｋｍ

❾降灰の範囲は、宝永噴火（７億㎥）、過去４５年間の富士山上
空１万ｍの風向風速解析データを月ごとシミュレーションした結
果、降灰量範囲を５０ｃｍ（３０％木造家屋が全壊）、３０ｃｍ（降水
時木造家屋全壊）、１０ｃｍ範囲（降雨時に土石流発生）に区分

❿富士山火山活動の観測・監視体制は、富士山周辺の観測施
設を利用し、２４時間体制で監視カメラ１３ヶ所、地震計３０ヶ所、
その他、傾斜計、ひずみ計、風振計などを設置

20km
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日本経済新聞『地域の風』（１０／５付）
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2023ＷＢＣ
『今日だけは「憧れる」のをやめましょう！』

災害対応🌋
『今日からは「まさか！」と言うのを・・



御殿場観光マップ



御殿場市役所東館展望台

『縁・恩・運』
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「縁」を大切に、「恩」を感じて恩返し、やがて空から「運」が降る！

Ｑ＆Ａ
『御殿場市防災出前講座』

～舞浜オークラ共栄会防災講話～


